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1 まえがき
近年，交通事故を未然に防ぐため，ドライバの運転行

動予測に関する研究が盛んに行われている．事前に運転
行動を予測することにより，ドライバの意図に基づいた
高度な運転支援が可能になると考えられる．
ドライバは主に視覚からの情報により外界を認知する

ため，視線情報は運転行動予測に有効であると考えられ
る．鈴木らは，視線情報を用いてベイズ推定により，運
転行動を予測する手法を提案している [1]．しかし，この
手法 [1]では右車線変更のみを予測対象としており，安
全運転支援に必要となる，右左折，停止等の様々な運転
行動を予測を扱っていない．また，我々は運転行動開始
前の視線分布を特徴とし，様々な運転行動を予測する手
法を提案した [2]．本発表では，この研究 [2]を発展させ
視線情報から得られる様々な特徴を利用することにより，
運転行動を高精度に予測する手法を提案する．

2 視線情報を用いた運転行動予測
提案手法は，運転行動開始前の視線情報を利用して運

転行動を予測する．予測する運転行動は，（1）左折，（2）
右折，（3）左車線変更，（4）右車線変更，（5）信号直進，
（6）信号停止の 6種類である．本研究では，これら 6種
類の行動で大きな違いの現れる運転行動開始前の安全確
認に着目した．例えば，右車線変更開始前のドライバは，
進行方向である右方，ルームミラー，右ミラーへの視認
時間が長くなる．また，右ミラー，ルームミラーを繰り
返し見るため，視線移動速度，視線の分散が大きくなる．
そこで，表 1に示す 12種類の特徴を予測に用いる．運
転行動予測には SVM（Support Vector Machine）を用
いた．SVMの特徴ベクトルは，運転行動開始前の一定
時間（予測区間）における表１の特徴を用いた．

3 実験及び考察
実際に一般道を走行して取得した視線情報を用いて運

転行動を予測した．実験に使用した視線情報は，Seeing-

Machines 社製の視線計測装置 FaceLAB により計測し
た．計測レートは 60スキャン毎秒であった．実験では，
予測区間を運転行動開始 13秒前から 3秒前までの 10秒
間とし，評価は leave-one-out法により行った．なお，2

名のドライバが約 2時間走行したときに生じた予測対象
の運転行動は 102回であった．提案手法および，比較と
してナイーブベイズ分類器による運転行動予測の正解率
を表 2に示す．

表 1 運転行動予測に用いる視線情報
特徴 単位

前方視認時間 s
右ミラー視認時間 s
ルームミラー視認時間 s

視線移動速度（水平，垂直） rad/s
顔方向時間（前方，左方，右方） s
視線方向の平均（水平，垂直） rad
視線の分散（水平，垂直） rad2

表 2 予測結果
予測正解率

予測手法 提案する特徴 従来の特徴 [2]

SVM 64% 46%
ナイーブベイズ分類器 50% 38%

表 2より，提案手法および比較手法のどちらにおいて
も，提案する特徴を使うことにより予測正解率は向上し
ていることが分かる．文献 [2]の特徴では，右折と右車
線変更を区別することは困難であったが，ミラー視認時
間，視線の移動といった安全確認による違いが現れる特
徴を追加することにより，これらを正しく区別すること
が可能になったと考えられる．一方，信号停止の予測正
解率が低いことがわかった．これは，停止直前のドライ
バは，周辺確認など，その時の自車周辺状況に強く関連
した運転行動をとることが多いため，視線情報に特定の
傾向がないことが理由として考えられる．今後，信号停
止を正しく予測するための新しい特徴の追加を検討する
必要がある．

4 むすび
ドライバの視線情報を利用した運転行動予測手法の提

案をした．実験により，提案手法の有効性を確認した．
今後の課題としては，時系列情報の利用，ドライバの個
性の差による予測正解率への影響の調査等が挙げられる．
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